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思いやりとボランティアの心を育む
　小坂高校生による町内高齢者世帯の除雪ボランティアが、１月21日、31日、２
月７日に行われました。
　町社会福祉協議会や民生委員、各自治会の協力のもと、厳しい冷え込みで固く
なった雪や氷のかたまりを若さとチームワークで手際良く片付けていました。

小坂高校除雪ボランティア
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役場町民課税務班
（TEL29－３９０４）問い合わせ先

①ＷＥＢサイトから簡単申告
国税局のホームページ「確定申
告書等作成コーナー」で、24時
間いつでも利用できます。

②添付資料の提出省略
医療費の領収書や源泉徴収
票は、提出を省略すること
ができます。

③還付金の受け取りがスピーディー
通常は１か月半程度かかりますが、
e－ＴＡＸは10日～３週間程度に短
縮されます。

　平成24年中の所得の申告を参考にして、町県民税申告受付書の用紙を送付しています。
　申告書が送られなくても、平成25年中に公的年金以外の年金、生命保険の満期受取金など
の所得があった人は申告が必要です。申告相談受付日程表は、広報１月号をご確認ください。

ｅ－ＴＡＸを利用してみませんか
確定申告に便利な ｅ－ＴＡＸは、

自宅のパソコン
から申告・納税
ができる便利な
サービスです。

詳しくは、国税庁ＷＥＢサイト　ｅ－ＴＡＸコーナー（http://www.e-tax.nta.go.jp）
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　町では、灯油価格の値上がりによる経済的負担の軽減を図るため、次の要件を満たす
高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯等に灯油購入助成券を交付します。

申込み・お問い合せ先　　町民課町民福祉班（℡29－2400）

　平成25年11月30日、日沿道の大館北ＩＣから小坂ＪＣＴま
での区間が開通しました。この開通により、小坂北ＩＣも新
設されましたが、これまで国道282号線から小坂北ＩＣに向
かい、最初の交差点の交通規制は全ての方向を一時停止規制
としていました。
　平成26年２月から、小坂北インターへの上下線の一時停止
規制を解除しました。これは、小坂北ＩＣに出入りする車両
の流れを円滑にして交差点の交通事故防止を図るものです。
　なお、従道路側はこれまでどおり一時停止規制を継続しま
すので、交通規制を守り、注意して交差点を通過するようお
願いします。
問い合わせ先　鹿角警察署交通課（℡23－3321）

◆助成内容
【助成額】　１世帯７千円（額面1,000円の助成券を７枚交付）
【灯油購入方法】　灯油購入の際に、指定事業所に灯油購入費助
　　　　　　　　成券を提出してください。
【有効期間（灯油購入助成券の有効期限）】　３月31日㈪
◆申請方法
申請書に必要事項を記入し、町民課（ゆーとりあ内）、七滝支所、
川上公民館、十和田出張所まで提出ください。なお、郵送での
申請も受付します。（郵便代自己負担、宛先は「ゆーとりあ」）
◆その他
平成25年１月２日以降に小坂町へ転入された方は、前住所地の
市町村が発行する「市町村民税非課税証明書」を申請書に添付し
てください。
◆申請期限　２月28日（金）

◆対象世帯
次の①と②に該当し、ア～エのいずれかに該当する世帯
①平成25年度町民税非課税世帯（世帯員全員が非課税）
②平成26年１月１日現在、町内に住民登録をし、登録し
ている場所に居住している世帯

＊＊申請が必要です＊＊
　灯油購入費助成を受けるためには、申請
が必要です。対象となる方（世帯）には、申
請書を郵送します。
　また、申請書が郵送されない方（世帯）で
も、該当すると思われる場合はお問い合せ
ください。

ア　高齢者（65歳以上）世帯
　•65歳以上の方のみの世帯（単身、複数）
　•65歳以上の方と18歳以下の児童の世帯
イ　障がい者世帯
　以下の判定がなされた方が同居している世帯
　•身体障害者手帳1級または２級
　•療育手帳Ａ
　•精神障害者保健福祉手帳１級
ウ　ひとり親世帯
　•18歳以下の児童と父または母の世帯
エ　生活保護世帯
※18歳以下の児童とは平成７年４月２日以降に生まれた方です。

灯油購入助成券取扱事業所
•㈱アニモ小坂給油所　℡29－2080
•㈱工藤米治商店小坂給油所

•㈲東北サービス公園通り給油所

•㈱芳賀文蔵商店小坂給油所

•東北つばめ石油販売㈱十和田湖畔給油所

℡29－3680

℡29－2838

℡29－5245

℡0176－75－2701
町の指定事業所のみ対象です。町指定
事業所以外では使用できませんので、
ご注意ください。

◆福祉施設等に入所
または医療機関に
入院している場合
◆町税等の滞納があ
る場合

◆同一住宅に居住し、
世帯分離されてい
る場合は、どちら
か一方の世帯のみ
が対象

対象外となる
世　　　　帯

一部対象となる
世　　　　帯

一時停止撤去

濁川地区

至　弘前➡
⬅至

　鹿角

町
道　

新
遠
部
線

国道282号線

一時停止あり

一時停止あり

⬆大館方面
　小坂北IC.
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■入居資格・注意事項
・現在住宅に困っている方。　
・単身者の入居は不可。
・所得制限なし。
■申込方法
　「町営住宅入居申込書」に、家族全員分の「住民票」・
「平成25年度所得証明書」・「納税証明書」を添え、建
設班に申込みください。

【申込・お問い合わせ先】建設班（TEL29－3910）〈お問い合わせ先〉農林班（TEL29－３９１２）

［住所］小坂字下前田35－１
［家賃］15,400円～40,900円
　　　（その他、共益費・駐車場使用料あり）
［概要］鉄筋コンクリート造５階建ての５階
　　　（３ＤＫ／食堂兼台所、和室等３室）

【募集期間】２月12日㈬～ 21日㈮

※応募者多数の場合は、抽選会を行います。

　町では、『小坂町間伐等促進計画』を策定しました。
　これは、二酸化炭素の吸収作用の保全及び強化の
ため、平成25年度からの８か年間で、間伐等の取
り組みを強力に促進することを目的とした計画で、
平成25年12月26日付で策定しました。
　計画については、観光産業課農林班において縦覧
に供することにより公表します。
　なお、計画に基づき間伐等を実施した場合、様々
なメリットを受けることができます。詳細について
は、観光産業課農林班までお問い合わせください。

●申請様式
　国土交通省統一様式または町様式（申請書類等の詳細は、小坂町ホームページに掲載しています。）
●受付期間
　２月10日（月）～２月28日（金）　※土曜日、日曜日及び祝祭日を除く
●受付時間
　午前９時～正午、午後１時～午後５時
　※郵送の場合は、期間内必着です。受付期間外の到着分は受付しないほか、返却もしません。
　※受付期間以降の「随時受付」は一切行いません。
　※既に平成25年２月受付分に提出済みの場合は、再度提出する必要はありません。
●有効期間
　平成26年４月１日～平成27年３月31日（１年間）
●提出方法
　⑴Ａ４版ファイル綴込（表紙及び背表紙にタイトル、社名を記入）で提出
　⑵持参又は郵送
●その他
　⑴郵送する場合は、提出書類に受領通知用の切手貼付済返信封筒もしくは、官製はがきを同封してくだ
さい。

　⑵申請書類提出後、次の事項等に変更が生じた場合は、速やかに変更届を提出してください。
　　①本店、支店等の商号又は名称
　　②代表者又は支店長等の氏名（委任先がある場合は、委任状を添付） 
　　③住所又は電話番号
　　④使用印鑑
　　⑤事業内容の変更
　　⑥建設業者の許可番号及び許可年月日
●申込・お問い合わせ先
　〒017－0292　秋田県小坂町小坂鉱山字尾樽部37－２　小坂町役場建設課建設班（℡0186－29－3910）
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［申込・お問い合わせ先］
総務管財班（TEL29－3901）

〈申 込 方 法〉　市販、又は町ホームページからダウンロードした履歴書に写真を貼付し、必要事項を記入のう
え総務課総務管財班へお申し込みください。（郵送可）履歴書欄外には「平成26年度臨時職員登
録希望」と朱書きし、本人希望記入欄に「希望職種」を記入してください。

　　　　　　　　なお、提出された履歴書の返却及び登録の通知は行いませんのでご了承ください。障害者手帳
をお持ちの方は、手帳のコピーを添付してください。

〈申 込 締 切〉　２月28日㈮※それ以降は随時受付。登録者の中から書類選考・面接等により採用者を決定します。
〈登録有効期限〉　平成26年４月１日～平成27年３月31日まで（登録期間中に就職等の理由で登録を抹消する場合

には、必ず連絡をお願いします。）
　　　　　　※募集職種の詳細については、町ホームページに掲載するほか、総務管財班でも配布します。

　旅券法の一部改正に伴い、氏名（姓名）や本籍地の都道府県名が変わった場合のパスポートの訂正方法が
変更となります。これまでの記載事項を訂正する方法は廃止され「記載事項変更旅券」という新たな方式の
パスポートが導入されます。

◇有効パスポートをお持ちの方で、氏名（姓名）や本籍地の都道府県名が変わった場合
に申請します。

◇新しい旅券冊子を使用して作成するため、パスポート番号が変わります。
◇有効期限は元のパスポートの有効期間満了日となります。
◇手数料は6,000円です。

　なお、「記載事項変更旅券」ではなく、新しいパスポート（10年又は５年）を申請していただくこともでき
ます。また、すでに訂正されたパスポートをお持ちの方も、新しいパスポートを申請していただくことがで
きます。詳しくはパスポート窓口までお問い合わせください。

募集職種 募集人数賃　金業務内容

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

一般事務補助

看護師

介護支援専門員

障害者相談支援専門員

児童厚生員

保育士

公有財産管理

学校生活サポート員

学校事務補助員

学校用務員

学校給食料理員代行

図書司書

清掃作業員

プール監視員

各施設の事務補助

介護予防事業のプラン作成等

ケアプラン作成等

障害者の認定調査等

児童館での学童保育

七滝保育所での保育業務

草刈、樹木伐採、道路維持作業等

町内小中学校で児童生徒の学校生活サポート

学校の事務補助

学校の用務員

給食調理員の病欠休暇等による欠員補充

図書館の管理、運営補助

各施設の清掃業務

プール監視（夏期）

日給5,425円～、時給700円～

日給6,975円

日給6,975円

日給6,975円

時給740円～860円

日給6,665円

日給6,510円

時給740円～860円

時給740円

時給740円

時給740円～820円

日給6,355円

時給740円

時給740円

若干名

２名

３名

１名

若干名

２名

２名

若干名

１名

若干名

若干名

１名

若干名

若干名

秋田県生活環境部県民生活課旅券班　℡018－860－1112
小坂町役場町民課　旅券担当　　　　℡29－2400お問い合わせ先

平成26年３月20日よりパスポートの訂正方法が変わります

「記載事項変更旅券」とは
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　学童クラブ（学童保育）は、就労などにより、日
中家庭に保護者のいない小学生が、児童厚生員とと
もに勉強や遊びなどを通じて放課後を過ごす生活の
場です。

■対　　象
　▽小坂小学校１～３年生で、保護者の就労等によ

る留守家庭児童
　▽健全育成上、保育が必要と思われる児童
■利用時間等（午後６時までの延長保育あり）
　▽月～金（平日）………下校時～午後５時
　▽土曜日………………午前８時～午後５時
　　　　　　　　　　　（延長保育なし）
　▽春、夏、冬休み等…午前８時～午後５時
　　　　　　　　　　　（土曜日を除き延長保育あり）
　▽休館日………………日曜日、祝祭日等
■利用場所　中央児童館（ゆ～とりあ２Ｆ）
■保 育 料　無料
■そ の 他
　▽スポーツ安全保険料　　年額　　800円
　▽父母の会会費　　　　　月額　1,500円
■申込締切　　２月25日㈫
■申し込み・お問い合わせ先
　町民課町民福祉班（℡29－２４００）

　町では、お子さんが安心して勉強できるように、
ご家庭の事情に応じて、学習に必要な費用の援助を
行っています。

❖対　　象
　平成26年度で小学校１年～中学校３年となる児
童・生徒

❖援助を受けることができる方
　①生活保護を停止又は廃止された方
　②町民税を課税されていない方
　③国民年金の掛金を減免されている方
　④児童扶養手当を受けている方
　⑤その他

❖援助内容
　学用品・通学費・修学旅行費・給食費等

❖申請手続き
　学校等を通じて全児童・生徒に申請用紙をお渡し
しますので、申請期間内に申請してください。

❖申請期間
　２月10日㈪～２月25日㈫

❖申請書の提出・お問い合わせ先
　教育委員会総務班（℡29－２３４２）

■対象となる方
　高校や高等専門学校、短大、大学等に在学する小
坂町民のお子さんで、経済的理由により修学が困難
な方。
■貸与額（月額・予定）
　▽小坂町奨学資金　　高校　　２万円
　　　　　　　　　　　大学等　４万円
　▽菅原ヤヱ奨学資金　大学　　５万円
■募集人員（予定）
　▽小坂町奨学資金　　８名（高校２名、大学６名）
　▽菅原ヤヱ奨学資金　１名
■申請手続（必要書類）
　①貸費願
　②履歴書
　③調査書
　④在学証明書
　⑤住民票謄本

　⑥所得・課税・扶養証明書
　⑦納税証明書
※「在学証明書」は、入学後に提出してください。
※申請書類は、セパームで配布しています。また、
記入方法等についてお気軽にご相談ください。
■受付期間　３月３日（月）～ 31日（月）
■決定・貸与
　奨学資金運営審議会で選考し、教育委員会で決定
します。
　初年度分は、１年間分を一括して４月下旬に貸与
します。
■返還方法
　卒業した翌月から10年以内に返さなければなりま
せん。
■申込・お問い合わせ先
　教育委員会事務局総務班（℡29－２３４２）
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吉田信夫さん（新町）
交通栄誉賞「緑十字銀賞」受賞

　１月15日、東京の日比谷公会堂で全日本交通安全
協会の交通安全国民運動中央大会が開催され、吉田
信夫さん（新町）が交通栄誉賞「緑十字銀賞」を受賞し
ました。
　吉田さんは、昭和31年から平成６年まで鹿角交通
協会の小坂支部役員、平成６年から平成24年５月ま
で小坂支部長として56年間、また昭和63年から平成
22年まで鹿角交通協会理事も勤められました。
　現在は支部の会員として交通安全運動に携わると
ともに、交通ルールを遵守し永年（32年間）無事故無
違反を続け自動車運転の模範となるなど、多年にわ
たる交通事故防止と交通秩序の確立に顕著な功績が
認められ、今回の受賞につながったものです。

　広報２月号といっしょに、「秋田県市町村交通災害
共済・不慮の災害共済加入申込書（兼加入者台帳）」を
各世帯毎に配布しました。
　共済加入希望の方は、氏名のとなりの欄に○印を
付けて、ゆーとりあ窓口、または銀行、郵便局、信金、
農協の窓口で共済掛金をお支払いください。

申込・お問い合わせ先　生活環境班（℡29－2400）

　鴇大太鼓保存会では、
㈶自治総合センターの宝
くじ助成事業により、大
太鼓等を購入しました。
　この事業は、宝くじの
収益の一部を財源にコ
ミュニティの健全な発展
と宝くじの普及広報を目
的にしています。
　保存会では地域コミュニティ活動の充実のために
活用していきます。
 購入した備品　桶大太鼓１台、太鼓皮張替４枚、
 　　　　　　　テント一式、屋外用ライト２台ほか

会場　十和田湖畔休屋特設イベント会場
期間　２月７日㈮～３月２日㈰

お問い合わせ先　十和田湖総合案内所（℡0176－75－2425）
Webサイト　http://www.towadako.or.jp

■メイン雪像・オブジェ

■雪のすべり台・ミニすべり台

■光のゲート・光のトンネル（17:00～21:00）

■イルミネーションツリー・スノーランプ（17:00～21:00）

■乙女の像ライトアップ（17:00～21:00）

■かまくらBar（18:00～21:00）
■酒かま藏（19:00～21:00）
■ゆきあかり横丁（15:00～21:00、土日祝11:00～21:00）
■ステージイベント（土日祝19:30～）
■三味線ライブ（平日19:00～、20:30～、土日祝20:30～）
■ホーストレッキング・乗馬体験（土日祝10:00～15:00）
■冬花火（20:00～、期間中毎夜打ち上げ）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト

常
設
展
示

秋田県市町村交通災害共済・
不慮の災害共済の申込について
秋田県市町村交通災害共済・
不慮の災害共済の申込について
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　パレット広場は、小学校、中学校、セパームの交
差点にあり交流の中心です。
　休み時間は、子どもたちでにぎやかです。
　年明けのパレット広場はみんなの「ねがいごと」
でいっぱ～い。

　３学期が始まった１月14日、杵と臼を使って「も
ちつき」をしました。
　約４升のお米を２回に分けて、力を合わせて
「ペッタン、ペッタン」。
　低学年はもちろん、さすがの高学年生も、１人で
杵を持つのは大変で、ボランティアが手を添えて、
一緒に。
　できたてのほかほかの柔らかいお餅の感触も、
子どもたちには新鮮。ちぎって海苔をまいたり、さ
とうとお醤油につけたり…。
　いちばんの人気は「きなこもち」。
　漬け物も大人気。あっという間に完食しました。

　１月７日～８日の２日間、セパームで囲碁・将棋・
かるた教室を開催しました。
　かるたには延べ
７名が、囲碁・将
棋教室には延べ12
名の小学生が参加
し、それぞれの基
本的な遊び方を教
わりながら、日本
の伝統文化に親し
みました。
　また、１月19日は第34回子ども将棋大会を開催
しました。結果は次のとおりです。

◇優　勝
　藤田　葉月（５年）
◇準優勝
　窪田　大泰（３年）
◇三　位
　杉本　深羽（５年）

　子ども教室や学校支援、公民館事業などのボラ
ンティアを募集します。
　「できることを、できる人が、できるときにする」
そんなスタンスです。自分のできることで、子ど
もたちや、学校・地域を応援しませんか？
　週２時間程度の有償ボランティアです。詳細は
教育委員会学習振興班までお問い合わせください。

　12月23日、第２回ＫＯＳＡＫＡアカシアスプリント
大会が、町内企業からご協賛をいただき、小坂町記念
競技場で開催されました。
　町中で行われた今シーズン最初のレースに、集まっ
た人たちからは熱い声援が送られていました。
　表彰式終了後のお楽しみ抽選会では、かつらーめ
んや桃豚の引換券を手にした選手が、満面の笑みを
浮かべていました。
　各部門の入賞者は下記のとおりです。

第２回KOSAKAアカシアスプリント大会

◆小学校高学年女子の部
　第１位　澤田　羽夏（小坂５年）
　第２位　高堰　可子（合川北６年）
　第３位　本田　千佳（小坂６年）
◆中学校男子の部
　第１位　高畑　弘也（花輪第一３年）
　第２位　土濃塚悠成（合川２年）
　第３位　黒沢　将吾（花輪第一２年）
◆中学校女子の部
　第１位　平川　歩未（合川１年）

◆小学校低学年男子の部
　第１位　小野寺理人（合川東３年）
　第２位　高畑　　歩（花輪２年）
　第３位　大坂　陽斗（鷹巣西３年）
◆小学校低学年女子の部
　第１位　小鮒　玲愛（有浦３年）
　第２位　木村　　慶（合川北３年）
　第３位　小鮒穂乃実（有浦２年）
◆小学校高学年男子の部
　第１位　堀部　慈生（合川北５年）
　第２位　上平　晃也（上小阿仁６年）
　第３位　木村　幸大（花輪北６年）
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　国民文化祭は、全国各地で様々な文化活動に親し
んでいる個人や団体が、日頃の活動の成果や実力を
披露し、交流する「国内最大の文化の祭典」です。
　小坂町では11月の祭本番に「演劇フェスティバ
ル」を開催しますが、これに先だちプレイベントを
開催します。

　期　　日　３月21日（金）
　会　　場　康楽館
　出演団体　大館鳳鳴高等学校演劇部
　　　　　　　　　　　　　　　ほか
　　※詳しくは町内各所に配布するポス
　　　ター・チラシ等をご覧ください。

　町内の囲碁・将棋愛好者の親睦を図ることを目的
に、第22回町長杯争奪囲碁将棋大会を開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。
　◆日　　時　　２月23日（日）午前９時～
　◆会　　場　　セパーム２階・和室
　◆競　　技　　クラス別個人戦
　◆参 加 料　　１人1,000円
　　　　　　　　※懇親会参加者は別途1,000円
　◆参加資格　　町内在住の小学生以上
　◆申 込 み　　２月17日（月）まで
　　　　　　　　セパーム（中央公民館）へ

　１月28日、老壮大学がセパームで開催されま
した。
　１月は恒例の「新年お楽しみ会」。今回の講師は
「第２回スコップ三味線世界チャンピオン」のサ
フロ吉崎さんを青森からお招きしました。
　吉崎さんは、雪かきでおなじみの「スコップ」
を自在に操り、見事なバチさばきと楽しいトー
クで新年の楽しい時間を届けてくれました。

　この事業は、秋田県地域振興局管内で地域活
動に取り組んでいる市民団体や個人を表彰し、
県民運動の推進を図るものです。
　今回、小坂町からは濁川自治会が「濁川の虫送
り」で局長賞を受賞しました。この「虫送り」とは、
稲を害虫や疫病等による不作から守るために神
様に祈りをささげる民俗行事です。
　受賞の理由は、先祖から受け継がれた「虫送り」
に誇りを持ち、約280年間続けてきた濁川地区の
みなさんの情熱が認められたためです。
　また、「濁川の虫送り」は、小坂町指定無形民俗
文化財にも指定されています。この受賞を機会に
多くの町民の方々に知ってもらえればと思いま
す。
※虫送りは毎年６月第１日曜日に、濁川地区で
行われています。
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◇受賞者紹介
〈女子の部〉　松賞／高谷ゆうわ　　　竹賞／細越　遙奈
　　　　　　　梅賞／杉本　深羽
〈男子の部〉　松賞／木村　哉人　　　竹賞／藤原　大地
　　　　　　　梅賞／瀬川　恵介　　特別賞／吉田　大和

〈開催日時〉　２月15日（土）　10：30～
〈対　　象〉　幼児～小学校低学年、保護者

　昨年も展示会場を笑顔で埋めた「わが家の
お宝展」を今年も開催します。あなたも出品し
てみませんか？

〈申込方法〉　４月20日から郷土館で受付開始

●
比
内
養
護
学
校
か
づ
の
分
校

と
の
交
流
会

　

12
月
13
日
、
比
内
養
護
学
校
か

づ
の
分
校
高
等
部
の
20
名
が
来
校

し
、
３
年
生
の
授
業
に
参
加
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
機
械
工
作
の

授
業
で
は
、
金
属
加
工
の
仕
上
げ

過
程
を
体
験
し
た
り
、
体
育
で
は

「
よ
さ
こ
い
康
楽
宝
船
」
を
一
緒
に

演
舞
し
ま
し
た
。
同
じ
世
代
の
高

校
生
と
し
て
、
互
い
に
得
る
も
の

が
あ
っ
た
１
日
で
し
た
。

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

12
月
19
日
、
本
校
の
図
書
委
員

と
保
育
系
進
学
者
の
有
志
生
徒
が
、

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
マ
リ

ア
園
を
訪
問
し
た
生
徒
ら
は
、
保

育
の
現
場
と
地
域
貢
献
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

●
大
間
ジ
ロ
ー
氏
講
演
会

　

12
月
20
日
、
大
間
ジ
ロ
ー
氏
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

間
氏
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
経
験
を

も
と
に
、
高
校
生
に
熱
い
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
全
校
で
「
よ
さ

こ
い
康
楽
宝
船
」
を
披
露
し
て
大
盛

況
の
中
、
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

●
生
徒
会
新
役
員
決
定

　

３
年
生
の
卒
業
が
近
づ
き
、
生

徒
会
の
役
員
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
長
・
副
会
長
合
わ
せ
３
名

の
う
ち
、
２
名
が
小
坂
中
学
校
出

身
で
す
。
新
た
な
船
出
と
な
り
ま

す
が
、
１
０
０
周
年
を
目
指
し
坂

高
の
新
た
な
歴
史
を
築
き
上
げ
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
行
事
予
定

・
卒
業
式　
　
　
　

３
月
３
日（
月
）

・
一
般
選
抜
学
力
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
５
日（
水
）

・
修
了
式　
　
　
　

３
月
20
日（
木
）

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■私のなかの彼女／角田光代（913）
■捨ててこそ空也／梓澤要（913）
■あなたの人生、片付けます／垣谷美雨（913）
■天使の柩／村山由佳（913）

実用書
■黒田官兵衛－奇想天外な軍略（289）
■売る力（673）
■世界のパン図鑑（596）

絵本
■しろうさぎとりんごの木／酒井駒子（E）
■みてる／岩合光昭（E）
■くじらのあかちゃんおおきくなあれ／あべ弘士（E）
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お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大
好
き
で

す
が
、
歯
み
が
き
一
緒
に
が

ん
ば
ろ
う
ね
！

栗山円
まどか

さん
（大生手）

お
母
さ
ん
か
ら

　

甘
い
お
や
つ
大
好
き
だ
け

ど
、
毎
日
歯
み
が
き
が
ん
ば

っ
て
ま
す
。

相馬唯
ゆい

斗
と

さん
（中央団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

毎
日
の
歯
み
が
き
、
よ
く

が
ん
ば
っ
て
る
ね
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
ろ
う
ね
！

池田真
ま

子
こ

さん
（濁川）

お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
大
好
き
、
食
べ
る

の
大
好
き
！
で
も
ち
ゃ
ん
と

歯
み
が
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
！ 澤田理

り

央
お

さん
（大地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

甘
い
物
大
好
き
だ
け
ど
、

毎
日
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て

ま
す
！

小笠原碧
あお

泉
い

さん
（みどりヶ丘）

　秋田県内のとある農村。茂雄は寝たきりの妻、音楽教師の嫁、高校２年の孫の
４人暮らし。息子は２年前、姿を消した。茂雄の心は沈みがち。そこへ「ＭＨＫの
ど自慢」出演の話が舞い込んできた、しかも家族で！どうする？
　家族の絆と生きがいを見つけていく、笑いと涙のミュージカルです。

［製作］わらび座　　〈スタッフ〉脚本・演出／栗城宏、作曲／紫竹ゆうこ、振付／高田綾
［主催］秋田県　　［共催］小坂町

［お問い合わせ・お申し込み］
■秋田県健康福祉部健康推進課（〒010－8570　秋田市山王４丁目１－１）
　TEL：018－860－１４２２　　Eメール：kenkou@pref.akita.lg.jp
■小坂町保健センター　　TEL：29－２４００　　FAX：29－２４１１
　※２月14日より申し込み受付します。定員になり次第、締め切らせていただきます。
　※お申し込みの場合は、代表者のお名前、電話番号、観劇人数を必ずお知らせく

ださい。

　ふれあい広場では、
みなさんからの投書や
イラストを募集してい
ます。
　 掲 載 を 希 望 さ れ る
方は、広報担当(TEL29−
3901)までご連絡くだ
さい。
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ハッピーバレンタイン！
　もうすぐバレンタインデー（聖人バレンタインの
日・２月14日）です！日本と違ってアメリカでのバレ
ンタインデーは日本のクリスマスみたいな雰囲気が
あって、愛しい人と一緒に過ごします。チョコレート
に限らず、男性は花、甘いお菓子、詩が入ったカード、
ジュエリーなどを恋人や妻、彼女にしたい人に贈りま
す。元々日本の、女性が男性の方にチョコレートを贈
るという習慣は翻訳者の間違いから生じたものらしい
ので、ホワイトデーも他の国にはありません。
　伝説によれば、聖人バレンタインは投獄されて、死
刑を受ける前に看守者の娘の盲目を神の力で癒やしま
した。その娘と愛しく想い合っていながら、死刑執行
日に最後のメッセージを綴ったらしいです。そのメッ
セージはその娘宛てで「君のバレンタインから」とサ
インしたそうで、愛の証という事を示しています。そ
の由来からバレンタインデーに贈るカードのほとんど
は「君のバレンタインから」とか「私のバレンタイン
になって」となっています。
　バレンタインデーはキリスト教の伝説の一つから誕
生しましたが、キリスト教に実は無関係な祝日です。
教会もあまり意識していません。しかし、その由来の
ため、キリスト教に不同意を抱いている人の中には祝

わない人もいて、花屋や菓子屋の大きなサギだと主張
して祝わない人もいますが、宗教を問わずにほとんど
の人は祝います。
　中学校や高校でも、バレンタインデーの前に花が
売られていて、「あの子に花とかを贈るなら行ってらっ
しゃい！」という感じで授業の一部が休みとなって、
告白を促す日になっているところも多いです。誰かが
クラスに飛び込んで恋の歌を歌い始めたというこっ恥
ずかしい思い出も記憶にあります。女の子たちも、女
同士で花を贈り合ったりしますが、中にはこの恋溢れ
る日がバカバカしいと思って、「アンチバレンタイン」
というバレンタインデーの真逆な感じのものを贈り合
う人もいます。例えば、おしゃれなドクロいっぱいの
アクセサリーとか「実は私はあなたが嫌いです！ワハ
ハ」という冗談まみれなものも見たことがあります。
　世界中の国々で祝日が祝われていますが、本来の意
味からズレたことが多いと思います。クリスマスもバ
レンタインデーもそうですし、両方とも日本では別な
ものになっています。でも、その違いも大切だと思い
ます。日本の地方の祭りがその
地方を表しているように世界で
の祝日の祝い方にもそれぞれの
文化が現れていると思います。
では、みなさんもバレンタイン
デーを楽しんでくださいね！

　小坂町国際交流協会主催の英会話教室が再開し
ています。（私が講師です！）１月29日㈬、２月12
日㈬、19日㈬、３月５日㈬の全４回、午後６時30
分から７時30分で会場はセパームです。（参加費：
会員無料、一般千円）途中参加も歓迎です、ぜひ
お越しください！

　内閣官房、内閣府、公正取引委員会、消費者庁、財務省では、消費税の引上げに際し消費税の円滑かつ適
正な転嫁を確保するため、転嫁対策に取り組んでいます。
　平成25年10月１日から施行されてる消費税転嫁対策特別措置法の主な内容は以下のとおりです。

　◇消費税の転嫁拒否等の行為の禁止　　◇消費税分を値引きする等の宣伝や行為の禁止
　◇総額表示義務の特例　　　　　　　　◇転嫁カルテル・表示カルテルの独占禁止法の適用除外

（※詳しくは　http://www.cao.go.jp/tenkataisaku/　を参照してください）

　センターでは、転嫁、広告・宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関するご相談を受け付けています。相談に
関して法令等の考え方を回答するほか、消費税転嫁対策特別措置法に違反する疑いのある行為について相談
者の意向により担当省庁へ通知します。
　ご相談は専用ダイヤル、またはメール（HP上の専用フォーム・24時間受付 http://www.tenkasoudan.go.jp/）を
ご利用ください。
【専用ダイヤル受付時間】　平日９:00～17:00（平成26年３月・４月は土曜日も受付）
　※お住まいの地域に応じて、以下の通話料がかかります。
　　・固定電話　8.5円～ 80円／３分間　・携帯電話　90円／３分間　・公衆電話　30円～ 220円／３分間

消費税価格転嫁等総合相談センター　専用ダイヤル0570－200－123
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お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分

よ
り
、
割
引
率
の
大
き
な
２
年
前
納

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用

が
可
能
で
、
お
申
し
込
み
期
限
は
毎

年
２
月
末
ま
で
で
す
。

〈
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト
〉

・
国
民
年
金
保
険
料
が
２
年
間
で

１
万
４
千
円
程
度
割
引
さ
れ
ま

す
。

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の

社
会
保
険
料
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鷹
巣
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

（
TEL
０
１
８
６
︱
62
︱
１
４
９
７
）

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
車
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
平
成
26
年
度
の

自
動
車
税
が
発
生
す
る
た
め
廃
車
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

３
月
末（
締
切
は
28
日
）は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類

【
普
通
車
】①
車
検
証
②
ナ
ン
バ
ー
２

枚
③
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書（
住
所

変
更
し
て
い
る
場
合
は
住
民
票
も
）

④
所
有
者
の
委
任
状
又
は
実
印

【
軽
自
動
車
】①
車
検
証
②
ナ
ン
バ
ー

２
枚
③
所
有
者
・
使
用
者
の
認
め
印

※
そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
交
通
協
会（
TEL�

23
︱
３
１
３
４
）

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
病
気
を

早
期
に
発
見
し
拡
が
り
を
防
ぐ
た

め
、
少
数
の
鶏
を
飼
養
さ
れ
て
い
る

方（
愛
玩
用
、
自
家
消
費
用
等
）に
つ

い
て
も
、
飼
養
状
況
を
毎
年
県
知
事

あ
て
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
時
期
や
方
法
等
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

（
TEL
０
１
８
６
︱
62
︱
２
７
１
５
）

県
Ｈ
Ｐ
：http://www.pref.akita.lg.jp/

www/contents/1323671397650/

　

町
と
観
光
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
観
光
学
科
で

は
、
大
学
生
や
教
員
が
地
元
観
光
関

係
者
、
小
坂
高
校
生
、
町
民
等
と
と

も
に
小
坂
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
語

り
合
う
観
光
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
22
日（
土
）

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

◆
会
場　

小
坂
鉱
山
事
務
所

◆
内
容

第
１
部　

学
生
に
よ
る
調
査
報
告
と

提
案

第
２
部　

観
光
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
小
坂
町
に
お
け
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
目
指
す
べ
き
方
向 

～

レ
ー
ル
パ
ー
ク
本
格
オ
ー
プ
ン
も

視
野
に
～
」

◆
申
込
締
切　

２
月
19
日（
水
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
班（
TEL�

29
︱
３
９
０
８
）

　

相
談
は
無
料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

固
く
お
守
り
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
17
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

鹿
角
簡
易
裁
判
所

◆
相
談
内
容

・
民
事
関
係（
金
銭
、
土
地
、
相
隣
、

そ
の
他
民
事
に
関
す
る
こ
と
）

・
家
事
関
係（
婚
姻
、
相
続
、
財
産

分
与
、
慰
謝
料
、
そ
の
他
家
事
に

関
す
る
こ
と
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
調
停
協
会（
TEL�

23
︱
２
２
６
２
）

自
動
車
の
廃
車
手
続
き
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

２
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す

情
報

［確定申告作成会場］
　大館税務署（大館市赤館町２－16）
［設置期間］
　２月３日（月）から３月17日（月）まで
　（土曜・日曜・祝日は除きます）
　午前９時から午後５時まで
　※消費税及び地方消費税（個人事業主）の申告・

納税は３月31日（月）までです。

　国税庁ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ）では、
確定申告書を自宅で作成し送信できる「確定申告書作
成コーナー」や、様々な疑問にお答えする「タックスアン
サー」等を提供しています。

［お問い合わせ先］大館税務署（℡0186－42－0671）

小
規
模
で
鶏
を
飼
養
し
て
い
る
方
へ

観
光
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１月分 町長交際費をお知らせします
【計12件　72,000円】

かづの飲食店組合連合会新年会

鹿角建設業協会
　　　　　年始め事業場安全祈願祭

連合秋田鹿角地区連合会2014旗開き

かづの農業協同組合生産者大会

万谷自治会新春のつどい

小坂建設業協会新年会

休平自治会新年会

鹿角十和田建設技能組合総会懇親会

小坂町商業協同組合新年会

観光関係新年賀詞交換会

鹿角森林組合・新春林業懇談会

鹿角市日会・小坂町市日会総会懇親会

10,000円

5,000円

5,000円

5,000円

2,000円

10,000円

5,000円

5,000円

5,000円

10,000円

5,000円

5,000円

調
停
相
談
会
開
催
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お
知
ら
せ

◆
日
時　

３
月
16
日（
日
）

　

開
場
：
正
午　

開
演
：
午
後
１
時

◆
会
場　

康
楽
館

◆
内
容

　

康
楽
館
友
の
会
会
員
に
よ
る
舞
踊

　

歌
唱
・
演
奏
・
伝
統
芸
能
等

◆
観
劇
料（
※
高
校
生
以
下
無
料
）

　

前
売
券
７
０
０
円

　

当
日
券
８
０
０
円

◆
観
劇
券
発
売

　

２
月
12
日（
水
）よ
り
発
売
予
定

◆
販
売
場
所

　

小
坂
鉱
山
事
務
所　

康
楽
館

　

セ
パ
ー
ム

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

康
楽
館
友
の
会
事
務
局

（
TEL�

29
︱
３
９
０
８
）

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
自
立
支
援
、

学
習
支
援
等
を
と
お
し
て
、
未
就
労

の
若
者（
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
）、
学

校
を
休
学
・
退
学
し
進
路
に
悩
ん
で

い
る
児
童
・
生
徒
や
ご
家
族
を
支
援

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
市
御
所
野　

秋
田
テ
ル
サ
３
階

あ
き
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
TEL
０
１
８
︱
８
９
２
︱
６
０
２
１

 

／
０
１
２
０―

０
０
１―

６
８
３
）

◆
募
集
種
目
等

①
一
般
幹
部
候
補
生

　
（
大
卒
程
度
試
験
、
院
卒
者
試
験
）

②
歯
科
幹
部
候
補
生

③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

④
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

◆
申
込
締
切

　

４
月
25
日（
金
）必
着

◆
試
験
期
日

　

①
５
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

　

②
③
５
月
10
日（
土
）

　

④
５
月
16
日（
金
）

◆
試
験
会
場

　

①
②
③
別
途
通
知（
秋
田
市
内
予
定
）

　

④
防
衛
省
内

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
大
館
出
張
所

（
TEL
０
１
８
６
︱
42
︱
１
３
９
８
）

◆
日
時

　

３
月
16
日（
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら

◆
会
場　

向
陽
体
育
館

◆
参
加
資
格

　

町
民
及
び
町
内
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
方

◆
試
合
方
式

・
個
人
戦

・
団
体
戦（
３
人
以
上
・
男
女
不
問
）

◆
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
円

◆
申
込
期
限　

３
月
14
日（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局（
TEL�

29
︱
５
９
１
１
）

町
体
育
協
会（
TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
最

終
回
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。（
全
７

回
か
ら
全
６
回
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。）

◆
日
時

　

第
６
回
：
３
月
１
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム
・
ア
リ
ー
ナ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

　

ア
カ
シ
ア
太
鼓
で
は
会
員
を
募
集

中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
気
軽
に
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
練
習
日　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

◆
場
所

　

セ
パ
ー
ム　

体
育
館
ス
テ
ー
ジ

◆
会
費　

年
１
，２
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

小
塚（
TEL�

29
︱
３
０
１
１
）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
若
葉
町
〉

　

中
村　

結ゆ

珠ま
（
父
・
勝
也
、
母
・
有
華
）

〈
け
や
き
宿
舎
〉

　
大
森　

蒼そ

空ら
（
父
・
隆
之
、
母
・
綾
乃
）

〈
細
越
〉

　
澤
田　

圭け
い

悟ご
（
父
・
隼
人
、
母
・
諒
）

＊ 

ご
・
け
っ
・
こ
・
ん
＊

　

 

宮
﨑　

徳
雅　
（
荒
川
）

　

 

目
時　

愛
美　
（
荒
川
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
野
口
〉　　
　
　
　

川
口　
　

茂

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

村
松　

芳
夫

〈
上
川
原
〉　　
　
　

亀
田　

フ
ミ

〈
岩
沢
〉　　
　
　
　

細
越
良
太
郎

〈
さ
く
ら
ん
ぼ
団
地
〉　

熊
谷　

ノ
リ

〈
大
地
〉　　
　
　
　

澤
田　

孝
男

〈
藤
倉
団
地
〉　　
　
小
笠
原
は
る
ゑ

〈
野
口
〉　　
　
　
　

吉
田
登
喜
子

〈
上
川
原
〉　　
　
　

亀
田　

イ
ホ

〈
川
通
り
〉　　
　
　

熊
谷　
　

隆

〈
栄
町
〉　　
　
　
　

土
井
口
タ
カ

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

横
田　
　

啓

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に

窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
１
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

あ
き
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成26年１月17日
１月20日から１月22日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

◆
検
査
日
＝
１
月
28
日

　

①
小
坂
小
学
校（
に
ん
じ
ん
）

　

②
小
坂
中
学
校（
ピ
ー
マ
ン
）

◆
検
査
日
＝
１
月
27
日

　

③
七
滝
保
育
所（
長
ネ
ギ
）

　

④
小
坂
マ
リ
ア
園（
も
や
し
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

③
・
④
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
資
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

小
坂
町
卓
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
25
回
早
春
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

募
集

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

和
太
鼓
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か

♡（
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お
知
ら
せ

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
２月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,786人

2,698人

3,088人

2,540世帯

（－12人）

（－ 6人）

（－ 6人）

（－ 9世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

【古紙類】

（図書館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

〈ひな祭り〉　卒業式（小坂高校）
２か月児・１歳３か月児育児相談（ゆーとりあ）
（図書館休館日）　【生ごみ（中央地区）】

〈雨水〉
【可燃ごみ】

【生ごみ（中央地区）】
市日健康相談（だんらん）
一般選抜学力検査等実施日（高校）

一日保育参加日（マリア園）
【可燃ごみ】

〈啓蟄〉
【生ごみ（中央地区）】

ＤＯＷＡ杯スキー大会（～23日）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】 【可燃ごみ】

町長杯争奪囲碁将棋大会
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

（図書館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

卒業式（中学校）

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

振替休業日（中学校）
（図書館休館日）
【生ごみ（中央地区）】
心配ごと相談日（だんらん）
郷土館開館
【可燃ごみ】

七滝保育所施設開放日
【生ごみ（中央地区）】

ゆとりの日
一般選抜合格者発表（高校）
【びん、缶等資源類】

体育施設利用者調整会議
【可燃ごみ】

１歳６か月児・３歳児・４歳児健診（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

【可燃ごみ】

【古紙類】

ゆとりの日
【びん、缶等資源類】

○落雪や除排雪作業による配管等の破損に十分注意すること
○貯油量を把握しておき異常な減り具合がないか確認すること
○漏出が発生した際は速やかに最寄りの消防署・役場生活環境
班へ連絡すること

貯油施設等の油漏れに注意！～設備・配管等の維持管理を～

本 田 医 院
☎35-3002

大湯リハビリ病院
☎37-3511

小坂町診療所
☎29-5500

笹村整形外科
☎30-0035
いけがみクリニック
☎30-0111
福 永 医 院
☎35-3117
村 木 医 院
☎22-2055
本 田 医 院
☎35-3002
大湯リハビリ病院
☎37-3511
小坂町診療所
☎29-5500

長 橋 医 院
☎23-7612

かづの厚生病院
☎23-2111
小笠原医院
☎35-2011

本 田 医 院
☎35-3002

長 橋 医 院
☎23-7612

鹿角中央病院
☎23-4131

大 里 医 院
☎22-1251

福 永 医 院
☎35-3117
長 橋 医 院
☎23-7612
三ヶ田医院
☎31-1231
大湯リハビリ病院
☎37-3511
なかのクリニック
☎22-7335

村 木 医 院
☎22-2055
小笠原医院
☎35-2011

かづの厚生病院
☎23-2111

笹村整形外科
☎30-0035
福 永 医 院
☎35-3117
村 木 医 院
☎22-2055
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　昨年の秋にプレオープンとなり今春のフルオープンに向けて作業を進めておりましたが日程が決まりまし
た。平成26年６月１日㈰に小坂鉄道・レールパークはフルオープンいたします。全国各地から来ていただける
ような施設に生まれ変わりますので、お客様に対する「お・も・て・な・し」を小坂町民の皆様も一緒にお
願いいたします。

　ディーゼル機関車の運転体験は全国的にも珍しく、定期
的に実施されるのは小坂鉄道・レールパークだけです。重
量55トンもの車両を自分の手で発進させる緊張感、目標地
点で停止させる難しさ、運転台で聞くエンジン音など是非
全国のお客様に体験していただきたいと思っております。

　小坂鉄道・レールパークは鉄道好きのお客様向けだけ
の施設ではありません。小坂駅構内や明治百年通りでは子
供でも楽しめるレールバイク（線路の上を走る自転車のよ
うなもの）や客車のシートを乗せた観光トロッコにも乗車
できます。子供からお年寄りまで楽しめる施設としてオー
プンします。帰省した孫達を何処に連れて行こうかと悩ま
ずに、小坂鉄道・レールパークに是非お越しください。小
坂町民の皆様のご協力をお願いいたします。

小坂鉄道・レールパーク　６月１日㈰にフルオープン!

目玉はディーゼル機関車の運転体験

子供からお年寄りまで

住まいコンシェル　ライファかづの
TEL.（0186）25－2055

（大館桂工業株式会社）

TEL.（0186）29－3421
小坂出張所

リフォーム・修理、
住まいの悩みを必ず解決いたします。
外装 増改築 屋根 窓・サッシ バリアフリー

内装 システム
キッチン

システム
バス

灯油ボイラー
電気温水器

オール電化
セミ電化

▲レールバイク

▲観光トロッコ
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